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　　　　年度紀州材攻めの販路開拓支援事業実績報告書

１．建築計画の概要　　　
	番
号
	工
種
	建築場所
	完成
(年月)
	木材使用材積
	内覧会

(有・無)
	懸垂
幕等
(有・無)
	補助
金額

	
	
	
	
	
	(内)紀州材使用量
	
	
	

	
	
	
	
	
	既存
	新規
	
	
	

	１
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	２
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	３
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	４
	
	
	
	㎥
	
　　㎥
	
　　㎥
	
	
	円

	５
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	６
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	７
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	８
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	９
	
	
	
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円

	合計
	㎥
	㎥
	㎥
	
	
	円


※完成した順に従って記載すること。
※工種欄は、新築、増改築のいずれかを記載すること。
※木材使用材積及び紀州材使用量は、いずれも整数で記載し、少数点以下は切り捨てとすること。
※紀州材使用量の既存欄の合計は、別記第２号様式（紀州材利用計画書）に示す紀州材の利用実績（直近
　３年間分の実績）のうち、木材使用材積（内）紀州材（㎥）の平均値以上であること。
※内覧会及び懸垂幕等の合計欄には実施の有無を記載すること。
※補助金額欄は、要綱第３のⅡ及びⅢにより算出し記載すること。
※記載行が不足する場合は、行を追加し記載すること。


２．紀州材のＰＲ計画
	開始時期（年月）
	実施内容

	
	


※実施内容欄には、自社ホームページでのＰＲなど、具体的なＰＲ方法を記載すること。


３．補助金交付申請額
	補助金交付申請額(円)

	


※「１．建築計画の概要」に示す補助金額の合計を記載すること。ただし、上限額は１００万円とする。
※１，０００円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てること。


